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頁 箇所 誤 正 

4 2 行目 大文字 K が熱力学温度の単位であるケルビンの記

号になっているからです． 

これは，国際単位系の接頭辞が既定される前から

小文字が使われていたことと，大文字 K が熱力学

温度の単位であるケルビンの記号になっているか

らです． 

6 式(1.1) 𝑉𝑉 = 𝑉𝑉𝑚𝑚𝑒𝑒𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗𝑗 = 𝑉𝑉𝑚𝑚 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐(𝜔𝜔𝜔𝜔 + 𝜙𝜙) + 𝑗𝑗𝑐𝑐𝑗𝑗𝑗𝑗(𝜔𝜔𝜔𝜔 + 𝜙𝜙) 𝑉𝑉 = 𝑉𝑉𝑚𝑚𝑒𝑒𝑗𝑗(𝑗𝑗𝑗𝑗+𝜙𝜙) = 𝑉𝑉𝑚𝑚 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐(𝜔𝜔𝜔𝜔 + 𝜙𝜙) + 𝑗𝑗𝑐𝑐𝑗𝑗𝑗𝑗(𝜔𝜔𝜔𝜔 + 𝜙𝜙) 

71 コラム 6.2 

6 行目 
𝑓𝑓(Δ𝑥𝑥) = 𝑓𝑓(0) +

𝑑𝑑𝑓𝑓(0)
𝑑𝑑𝑥𝑥

Δ𝑥𝑥 +
1
2!
𝑑𝑑2𝑓𝑓(0)
𝑑𝑑𝑥𝑥2

Δ𝑥𝑥2

+
1
3!
𝑑𝑑3𝑓𝑓(0)
𝑑𝑑𝑥𝑥3

Δ𝑥𝑥3

+
1
4!
𝑑𝑑4𝑓𝑓(0)
𝑑𝑑𝑥𝑥4

Δ𝑥𝑥4⋯ 

𝑓𝑓(Δ𝑥𝑥) = 𝑓𝑓(0) + 𝑓𝑓′(0)Δ𝑥𝑥 +
1
2!
𝑓𝑓′′(0)Δ𝑥𝑥2

+
1
3!
𝑓𝑓′′′(0)Δ𝑥𝑥3

+
1
4!
𝑓𝑓(4)(0)Δ𝑥𝑥4⋯ 

74 コラム 6.3 

式(C8.1) 
𝐼𝐼𝐶𝐶′ =

𝐶𝐶𝑛𝑛
𝑊𝑊𝐵𝐵 − Δ𝑊𝑊𝐵𝐵

≈
𝐶𝐶𝑛𝑛
𝑊𝑊𝐵𝐵

−
1

𝑊𝑊𝐵𝐵
2 (−Δ𝑊𝑊𝐵𝐵)

=
𝐶𝐶𝑛𝑛
𝑊𝑊𝐵𝐵

�1 +
Δ𝑊𝑊𝐵𝐵

𝑊𝑊𝐵𝐵
�

= 𝐼𝐼𝐶𝐶 �1 +
Δ𝑊𝑊𝐵𝐵

𝑊𝑊𝐵𝐵
� 

𝐼𝐼𝐶𝐶′ =
𝐶𝐶𝑛𝑛

𝑊𝑊𝐵𝐵 − Δ𝑊𝑊𝐵𝐵
≈
𝐶𝐶𝑛𝑛
𝑊𝑊𝐵𝐵

−
𝐶𝐶𝑛𝑛
𝑊𝑊𝐵𝐵

2 (−Δ𝑊𝑊𝐵𝐵)

=
𝐶𝐶𝑛𝑛
𝑊𝑊𝐵𝐵

�1 +
Δ𝑊𝑊𝐵𝐵

𝑊𝑊𝐵𝐵
�

= 𝐼𝐼𝐶𝐶 �1 +
Δ𝑊𝑊𝐵𝐵

𝑊𝑊𝐵𝐵
� 

82 6–7 行目 𝑉𝑉𝐴𝐴 = 100 V とすれば，熱抵抗𝑈𝑈𝑇𝑇を 26 
mV(室温)とすると𝑟𝑟𝐶𝐶 = 20 kΩ、𝑟𝑟𝐸𝐸 = 5.2 Ωと

なり，𝑟𝑟𝐶𝐶 ≫ rEであると 

𝑉𝑉𝐴𝐴 = 100 V，α = 0.9とすれば，熱抵抗𝑈𝑈𝑇𝑇を
26 mV(室温)とすると�1 −α� 𝑟𝑟𝐶𝐶 = 20 kΩ，

𝑟𝑟𝐸𝐸 = 5.2 Ωとなり，�1 −α� 𝑟𝑟𝐶𝐶 ≫ 𝑟𝑟𝐸𝐸であると 
138 下から 5 行

目 

したがって、ドレイン接地増幅回路の したがって、ゲート接地増幅回路の 

155 図 9.13(a) 𝐶𝐶 𝐶𝐶1 

159 図 C9.3(a) 0 の位置が右下 0 の位置が左上 

208 11 行目 となり，これと式(12.19)より、次の関係が導けま

す． 

となり，これと式(12.17)より，次の関係が導けま

す． 

249 下から 2，3

行目 
𝐼𝐼1𝑎𝑎 = 14

8+4×2
4+2

= 14
8+4

3

= 42
28

= 3
2
 V/kΩ 

よって，𝐼𝐼1𝑎𝑎 = 1.5 mA． 

𝐼𝐼1𝑎𝑎 = −14
8+4×2

4+2

= −14
8+4

3

= −42
28

= −3
2
 V/kΩ 

よって，𝐼𝐼1𝑎𝑎 = −1.5 mA． 

 


